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2050年カーボンニュートラルに向けて

人類が直面する大きな課題
現在人類が直面している気候変動は、豪雨・干ばつといった災害や、海面上昇、農作物の不良など、

私たちの暮らしに重大な影響を及ぼす深刻な問題です。
2015年に合意されたパリ協定では、「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十

分低く保ち、1.5℃に抑える努力をする」ことが定められ、2021年には、「1.5℃」目標へとさらに強
化されました。この目標の実現のために、現在120以上の国と地域が「2050年カーボンニュート
ラル」※1を掲げ、地球温暖化を抑制する脱炭素の取組を始めています。

温暖化は人類の影響
2023年3月には、IPCC※2が「人間活動が主に温室効果ガスの排出を通して地球温暖化を引き

起こしてきたことには疑う余地がない」とする報告書を公表しました。気温上昇を抑えられるかどう
かは、私たち人類にかかっているのです。

温室効果ガスの排出は、私たちの日常生活や経済活動と切り離して考えることができません。
2021年に改正された地球温暖化対策推進法においても、温暖化対策の主体として「国民」が位置
づけられ、官民が緊密な連携をすることとされました。

持続可能な社会を創るために
子どもたちや、その子孫の世代までもがこの地球で営みを続けていくためには、私たち大人だけ

でなく、持続可能な社会の創り手となることが期待される子どもたちが地球環境問題について理
解を深め、環境を守るための行動をとることができるよう、環境教育を充実させていかなくてはな
りません。※3

この冊子は、脱炭素社会や循環型社会の実現に向け、学校での環境教育に活用いただける県の
事業をとりまとめたものです。ぜひ、環境教育の充実にお役立てください。
 
※1  2020年11月に島根県も長期目標として「2050年温室

効果ガス排出実質ゼロ」を目指すことを表明しました。

※2  国連の気候変動に関する政府間パネル
（Intergovernmental Panel on Climate Change）

※3  学習指導要領前文においても、これからの学校には、一
人一人の児童生徒が「持続可能な社会の創り手」となる
ことができるようにすることが求められる旨が明記され
ています。
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持続可能な開発目標（SDGs）とは

SDGsとは
SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」

持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標として、2015年に国連サミットで採択さ
れました。

私たちがこの地球上で暮らし続けることができるよう、社会、経済、環境の3つの側面から17のゴー
ルが設定され、2030年までの達成を目指しています。

あらゆる主体の取組
SDGsの達成のために、2030年までの10年間は「行動の10年」とされ、開発途上国だけでなく

先進国も含めた全ての国が取組を進めることとされています。しかしながら、この目標は各国政府
による取組だけでは達成が困難です。産官学の取組や、私たち一人ひとりの行動が欠かせません。

持続可能な社会の創り手を育む
今、世界には人類の生産活動（開発）に起因する様々な問題があります。こうした現代社会の問

題を自らの問題として主体的に捉え、身近なところから取り組むことで問題の解決につなげていく
ためには、新たな価値観や行動等の変容をもたらす教育が大切です。

ESD（Education for Sustainable Development）は、2002年に国連サミットで採択された
「持続可能な開発のための教育」と訳されるものです。ESDは、SDGsの実現にあたり、その目的
を共有するとともに、主に人材育成という観点からSDGsを強力にサポートする取組です。
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県
の
取
組

学
習
指
導
要
領

現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題などを踏まえて設定

学習指導要領に対応した県の取組

《小４ 社会》

《小５・６ 家庭科》 

幼・保 小学生 高校生中学生

しまねっこ
チャレンジ
ミニエコ講座

（７ページ）

《４年生》しまね下水道
出前講座（13ページ）

《４年生》夏休みに省エネ
チャレンジ（8ページ）

みんなで調べる宍道湖・中海流入河川調査（13ページ）

再生可能エネルギー講師派遣支援事業（12ページ）

しまね出前講座「海岸漂着物対策について」（14ページ）

学校教育課程で活用できる体験的な活動（14ページ）

浄水場や発電所の施設見学　 　　・学校へ出向いての出前授業　　（12ページ）

しまね環境アドバイザー制度（５ページ）

《6年生》再生可能
エネルギー教室

（12ページ）

e

e e

《高学年》しまねゼロカーボンチャレンジブック（11ページ） e

e

e

e

学校における3R・適正処理学習支援事業（9ページ）

飲料水、電気、ガスを
供給する事業

《小４ 社会》
県内の特色ある地域

《小４ 社会》
廃棄物を処理する事
業、処理の仕組みや
再利用

e 《小６ 理科》
電気の利用（発電、光
電池、電気の変換等）

e 《物理基礎》
エネルギーとその利用（太陽エネ
ルギーの利用など）

e

《生物基礎》
生態系とその保全（人間生活によ
る環境への影響や生物多様性へ
の影響と生態系の保全など）

《地学基礎》
地球の環境（地球の科学や日本の
自然環境など）

《中２ 理科》
電流と磁界（電磁誘導と発電）
e

《中２ 理科》
自然の恵みと気象災害

《中１ 理科》
自然の恵みと火山災害・
地震災害

《中３ 理科》
自然環境の保全と科学
技術の利用

《中３ 理科》
生物と環境（自然環境の
調査と環境保全）

《中3 理科》
エネルギーと物質（エネ
ルギーとエネルギー資
源、様々な物質とその利
用、科学技術の発展）

e

《小5 社会》
公害防止の取組

《小６ 理科》
生物と環境（生物と
水、空気との関わり、
人と環境）

《中３ 理科》
生物と環境（生物と水、空
気との関わり、人と環境）

《小5 社会》
森林資源が果たす
役割

《小６ 社会》
地球規模で発生して
いる課題の解決に向
けた連携・協力

環境に配慮した生活

e《技・家 技術分野》これからの社会の発展とエネルギー変換の技術の在り方

e《社会 地理的分野》 日本の資源、エネルギー利用の現状、環境やエネルギーに関する課題

《社会 公民的分野》
私たちと国際社会の諸課題
（地球環境・資源・エネルギー）

《技・家 家庭分野》
消費生活と環境（環境に配慮した消費生活）

地球環境 （キーワード：地球温暖化・大気汚染・化学物質・気象）分野別
アイコン 地域環境 （キーワード：自然環境・水環境・生物多様性）

生活環境 （キーワード：循環型社会・ごみ・リサイクル・省資源）

エネルギー （キーワード：再生可能エネルギー・省エネ）e

《小3～高3 総合的な学習（探究）の時間》e

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、実施を見合わせる場合もあります。各事業担当課にお問い合わせください。
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Ⅰ.しまね環境アドバイザー制度
環境について専門的な知識や豊富な経験を持った「しまね環境アドバイザー」を、県内の学校や 

子供会、婦人会、企業等で行われる学習会やイベントなどに派遣しています。

しまね環境アドバイザーってどんな人？
しまね環境アドバイザーは、それぞれに専門分野があり、環境問題に関する様々な疑問に答えます。

現在21名の方を登録しています。

どんなときに呼べますか?
県内の学校や子供会、自治会、婦人会、企業等が行う学習会・イベントなどに呼ぶことができ、 

講演やワークショップなどを行います。

［派遣回数］原則、1団体につき年間1回
※アドバイザーへの謝金及び旅費は県から支払います。
※派遣時に必要な資材、会場使用料等は主催者にてご負担ください。

しまね環境アドバイザー派遣の流れ

① 相談 電話でお問い合わせください。
TEL 0852-22-6743

② 申込み 派遣を希望する日時、場所や実
施内容（目的、テーマ等）につい
て担当者がうかがい、適したアド
バイザーを提案します。
所定の「申請書」をお送りくださ
い。

③ 派遣決定 派遣が決まったら、派遣決定通
知書を送付しますので、アドバイ
ザーと直接、電話等で打ち合わ
せを行ってください。

④ 当日 アドバイザーが出向きます。

⑤ 終了後 2週間以内に所定の「実施報告
書」をご提出ください。その際に
は、実施の様子がわかる資料（チ
ラシや写真、アンケート等）も一
緒にご提出ください。

詳しくは環境政策課のホームページをご覧ください

しまね環境アドバイザー

お問い合わせ先
島根県環境生活部環境政策課 
TEL:0852-22-6743　FAX:0852-25-3830 
E-mail:kankyo@pref.shimane.lg.jp
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令和6年度 しまね環境アドバイザー
地球環境
地球温暖化・大気汚染・化学物質・気象

生活環境
循環型社会・ごみ・リサイクル・省資源

地域環境
自然環境・水環境・生物多様性 e エネルギー

再生可能エネルギー・省エネ

出 雲 小
あ ず き ざ わ

豆澤 斉
ひとし

一
般
向
け
講
演
内
容

・	日本の農業と行事
・	農業の雑学
・	世界の農業と環境
・	地球温暖化と農業

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	果物の美味しい食べ方
・	果物や野菜の食べ方
・	食育に関すること

松 江 石
い し は ら

原 孝
た か こ

子 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	クイズで考えるエネル
ギーと地球温暖化

・	省エネルギーの現状と
家庭での取組

・	災害が増える?地球温
暖化の影響と未来

・	クイズ「なるほどエネル
ギー」「なるほど放射線」

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	地球温暖化と省エネル
ギーを考えよう

・	宍道湖エコクルーズと
地域環境

・	ちょっと昔の生活や環
境を考える

・	4R（3R）からエコを	
考える

出 雲 岩
い わ さ き

﨑 知
と も ひ さ

久 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	「節約は美徳なり」省エ
ネルギーで地球環境を
守る

・	環境問題を自分の問題
として考える

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	身近な生きものを通し
て自然とのつきあい方
を考える（ゲンジボタル・
モリアオガエル等）

・	川の環境調査を通して
地域の自然環境を	
考える

浜 田 江
え が わ

川 敏
と し ま さ

雅 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	私たちの暮らしと地球
温暖化

・	儲けにつながる	
省エネ術

・	家庭でできるお得な	
節電対策

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	エネルギーの話
・	地球にやさしい生活

松 江 尾
お さ き

﨑 俊
と し や

也
一
般
向
け
講
演
内
容

・	廃棄物の適正処理、リ
サイクルについて

・	事業所を対象にした	
廃棄物処理法の解説や
優良処理業者の選定方
法等について

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	家庭から出るごみがど
のように処理されるのか

・	ごみと環境問題

益 田 金
か ね だ

田 光
み つ あ き

明
一
般
向
け
講
演
内
容

・	「資源有限・再生無限」
枯渇する地下資源から
再利用する地上資源へ

・	ごみの山を宝の山に変
える「アルミカンドリーム」

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	シニアからジュニアに伝
えたい「恩古知新」

・	循環型社会を目指して、
私たちができること

津和野 上
か み が た く ち

潟口 琴
こ と よ

代 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	エコクッキング講習会
・	台所からエコライフ
・	ダンボールコンポスト
のすすめ

・	地球温暖化とＳＤＧｓ

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	学校における3Rの学習
をとおして自分たちが
できることを考えよう

・	ＳＤＧｓ～どちらの未来
をえらびますか？

松 江 桑
く わ ば ら

原 弘
ひ ろ み ち

道

一
般
向
け
講
演
内
容

・	斐伊川水系の自然環境
とそこにすむ生き物

・	人々の暮らしと水辺の
環境

・	身近な河川の水質調査

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	水辺にすむ生き物を調
べてみよう

・	ごみを拾い分別し、それ
が人や生き物にどんな
影響を与えているか調
べてみよう

・	河川の水のきれいさを
調べてみよう

松 江 桑
く わ ば ら

原 正
ま さ き

樹

一
般
向
け
講
演
内
容

・	宍道湖の生態系と漁業
・	宍道湖や中海の生きも
の観察会

・	身近な河川での生きも
の観察会

・	水生生物を用いた水質
判定

・	川と海のつながり（魚の
回遊）について

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	宍道湖の生態系と漁業
・	宍道湖や中海の	
生きもの観察会

・	身近な河川での	
生きもの観察会

・	水生生物を用いた水質
判定

雲 南 多
た  く  わ

久和　厚
あつし

e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	一個の地球で足る暮ら
し方について（豊かさと
は何か）

・	地域資源を活用して「小
さな循環」を創りだす

・	その資源を活用するこ
とで六次産業化の取組

・	山王寺棚田の視察案内

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	地域資源「まこも」の話
・	カマドを使って薪で炊飯
体験など様々な自然体験	
体験場所は雲南市の「冒
険の森てんば」

松 江 田
た な か

中 秀
ひ で の り

典
一
般
向
け
講
演
内
容

・	生物多様性について（中
海・宍道湖の水環境と生
物など）

・	プロジェクトWETのプ
ログラムを使った水に関
する学習会

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	いろいろな環境とそこ
にすむ生き物について
学ぼう!調べてみよう!

・	ビオトープをつくる	
お手伝い

益 田 常
つ ね く に

國 文
ふ み え

江 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	身体にも心にも素敵な
エコ生活

・	もったいない衣類の話
・	「世界は今…」
・	エコな物作り講座

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	3R・循環型社会って何?
・	私たちの暮らしとSDGs
・	目指せ!食・自然・生活	
グリーンコンシューマー

・	森や木の勉強会
・	再生可能エネルギー教室

松 江 栂
と が

 伸
の ぶ お

夫 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	地球温暖化に関する情
報提供や取組など

・	私たちの暮らしと	
省エネルギー

・	省資源や3Rに関する	
こと

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	ごみやリサイクルの話
・	地球温暖化や省エネル
ギーの話

・	自分の未来のために	
環境を考えよう

松 江 戸
と だ

田 顕
け ん じ

史

一
般
向
け
講
演
内
容

・	プラスチックの	
ごみ問題

・	川や湖の指標生物から
水質を判定する

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	考えよう	
「なぜ生き物はごみを間
違って食べてしまうのか?」

・	生き物の食べる食べら
れるを考えよう

・	川の生き物から水の	
きれいさを調べよう

・	宍道湖と中海の生き物
を調べよう

浜 田 豊
と よ た

田 知
と も よ

世 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	地元の経済と再生可能
エネルギー

・	木質エネルギーを活用
した持続可能な地域づ
くり

・	自立分散型の地域循環
共生圏

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	ゼロカーボンシティをめ
ざした地域づくり

・	食と農から環境を考える
・	持続可能な開発目標
（SDGs）と私たちの暮ら
し

松 江 中
な か む ら

村 幹
み き お

雄
一
般
向
け
講
演
内
容

・	汽水湖の生態系
・	ヤマトシジミの生態と
漁業

・	水辺の教室

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	体験学習～宍道湖で遊
んで食べる～	
子どもたちの将来のた
めに「水遊び」のできる
場と機会をつくりたいと
思います。

松 江 野
の ざ き

崎 研
け ん

一
般
向
け
講
演
内
容

・	地球温暖化の影響と、
家庭の省エネ

・	みみずコンポストで、	
生ごみを堆肥にリサイ
クル

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	温暖化防止、みんなで
地球を守るには

隠 岐 深
ふ か  や  

谷 治
はじめ

一
般
向
け
講
演
内
容

・	マイクロプラスチック問
題

・	隠岐の生態系

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	海洋ごみ問題
・	地球温暖化について考
えよう

・	隠岐の生物はどんなも
のがいるかな

・	隠岐の森林の自然観察

松 江 松
ま つ も と

本 一
い ち ろ う

郎 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	SDGsやESDに関わる
内容

・	地域や学校現場と環境
問題の関わり方

・	エネルギー環境教育

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	地球温暖化の科学的な
表層と深層

・	宇宙と地球の環境の話
・	泥団子や自然の中での
遊び（保育の実演）

松 江 葭
よ し や

矢 崇
た か し

司 e

一
般
向
け
講
演
内
容

・	持続可能な地域をつく
るには?

・	島根の自然を楽しむエ
コ生活術

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	地球ひとつぶんのくらし
をかんがえよう

・	「ちきゅうおんだんか」っ
てなんだろう?

松 江 松江地方気象台
一
般
向
け
講
演
内
容

・	地球環境・気候の解説
（地球温暖化、気候変動
など）

児
童
生
徒
向
け
講
演
内
容

・	地球温暖化って知って
いるかな？
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Ⅱ. 未就学児向け
「しまねっこチャレンジ」

「ミニエコ講座」
保育所（園）・幼稚園に通う園児やその保護者が家庭で無理なくエコ意識を身につけるための取

組です。ワークシートやミニエコ講座を通じて楽しくエコを学べます。

内容

ワークシート「しまねっこチャレンジ」
家庭での省エネ等について、5つの項目に5日

間取り組み、ワークシートのできた項目欄にしま
ねっこのシールを貼り、園（所）に提出します。取
り組んだ園児には感謝状を贈ります。

ミニエコ講座
講師が環境に関する大型絵本や紙芝居の読み

聞かせを行った後、園児がエコバッグ作りや3Rごみ釣りゲームをします。

大型絵本の読み聞かせ 子供たちが描いた
　世界でひとつだけのエコバッグ

資源になるごみを釣って
　環境マークごとに分けるゲーム

≪ミニエコ講座の様子≫

申し込みについて
（公財）しまね自然と環境財団から、年度当初に県内の保育所（園）・幼稚園に案内を送ります。 
内容をご覧いただきお申し込みください。

お問い合わせ先
公益財団法人 しまね自然と環境財団　松江事務所
TEL:0852-67-3262　FAX:0852-67-3787　E-mail:eco@nature-sanbe.jp

《令和5年度版》
※ ワークシートは園（所）で各家庭に配布・回収し財団まで

送付してください。送料はご負担ください。

とめる

けす

たべものを
のこさなかったよ

だれもいないへやの
あかりをけしたよ

エコバッグをもって
かいものにいったよ
（かいものにいかなかった）

みずやおゆを
ながしっぱなしに
しなかったよ 259ｇ

39ｇ 126ｇ

56ｇ

4 しげんごみを
わけてすてたよ

225ｇ

5

21

3

しまねっこ
チャレンジ
できるかにゃ？

カン

ビン

ペット

ボトル

※数値の根拠はエコサポしまねHPに載せています。

シール シール シール シール シール

シール シール シール

シール シール シール

シール シール シール

シール シール シール

シール シール

シール シール

シール シール

シール シール

ご家族の方へ

ワークシートの取り組み方
５つの項目を任意の5日間取り組んでください。（お子さん以外の方でも取り組めたら、シールを貼ってください。）

就寝前に家族で話し合って、取り組めた項目にお子さんがシールを貼ってください。

貼ったシールの数を合計欄に大人の方が記入し、取り組み終了後先生に提出してください。

園（所）が主催者にシートを送付後、主催者が削減CO2量を集計し、このシートをしまねっこの感謝状と一緒にお

返しします。

なまえチェックシート

番号 番号 番号 番号 番号

取り組んだ日

合計数

ご意見（任意）

/

/

/

/

/

提出用

キ
リ
ト
リ
線

1 2 3 4 5あかり たべもの エコバッグ み　ず ご　み

島根県観光キャラクターしまねっこ島観連許諾第7565号

しまねっこチャレンジできたよシール
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Ⅲ. 小学4年生向け「夏休みに省エネチャレンジ」
学校でごみや下水の処理、飲料水・電気・ガスの供給について仕組みを学ぶ児童が、家族と資源

の有効利用や地球温暖化防止について話し合い、自分たちの未来のために、どのような行動を起
こせばよいか気づいてもらう取組です。

内容
児童が夏休み中に家庭で各項目に取り

組み、学校に提出し、事業実施者（市町村
や市町村地球温暖化対策地域協議会等）
がとりまとめます。

取組結果は、事業実施者から学校にお知
らせします。

実施の流れ
①	チャレンジシートは事業実施者が小学校に7月初めに配付します。
②	小学校は児童へ配付し回収します。
③	夏休み明けに事業実施者が小学校より回収します。
④	クラスごとに集計し、各学校ごとのCO₂削減量を算出し、取組結果をお知らせします。

この事業は市町村単位で行っています。令和6年度は松江市・出雲市・浜田市の小学4年生（一部
複式学級の3年生も含む）が取り組む予定です。3市以外の学校で取組を希望する場合は、（公財）
しまね自然と環境財団松江事務所（左記）へお問い合わせください。

《令和5年度 浜田市版》

年
ね ん

　　 　組
く み

　　　 番
ば ん

氏
し

名
め い

学
が っ

校
こ う

名
め い

チャレンジ項
こう

目
もく

日
にっ　すう

数

ᦠ
߆

ᣇ߈
ߚ߆

ߩ
ࠇ

7/30 8/1 8/2 8/10 8/13 8/20 8/23 㧡

1 見
み

ていないテレビを消
け

した / / / / / / /

2 誰
だ れ

もいない部
へ

屋
や

の明
あ

かりを消
け

した / / / / / / /

3 食
し ょ く じ

事を残
の こ

さなかった / / / / / / /

4 ゲームの時
じ

間
か ん

を決
き

めてした（ゲームをしなかった） / / / / / / /

5 水
み ず

やお湯
ゆ

を流
な が

しっぱなしにしなかった / / / / / / /

6 資
し

源
げ ん

ごみを分
わ

けて捨
す

てた / / / / / / /

詳しいデータはエコサポしまねのHPに載せています。

→
切
り
取
り
線

1 枠
わ く

の中
な か

に取
と

り組
く

んだ日
ひ

を記
き

入
にゅう

してください。　2 取
と

り組
く

んだ日
に っ

数
す う

を記
き

入
にゅう

してください。

夏
なつ

休
やす

みに、チャレンジしよう
　地

ち

球
きゅう

のまわりには温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスと呼
よ

ばれる気
き

体
たい

があります。この温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスは、地
ち

球
きゅう

の服
ふく

のような役
やく

割
わり

をして地
ち

球
きゅう

の熱
ねつ

を宇
う

宙
ちゅう

に逃
に

げに
くくしています。
　しかし、この温

お ん

室
し つ

効
こ う

果
か

ガスが増
ふ

えすぎると、余
よ

分
ぶ ん

な熱
ね つ

が地
ち

球
きゅう

に
残
の こ

り、気
き

温
お ん

が上
あ

がってしまいます。

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

ってなに？

温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスとは…

　石
せ き

油
ゆ

などの化
か

石
せ き

燃
ね ん

料
りょう

を燃
も

やすと出
で

るガスで、わたしたちが
普

ふ

段
だ ん

使
つ か

っている電
で ん

気
き

が作
つ く

られるときや車
くるま

に乗
の

るとき、ごみを
燃

も

やすときなどに出
で

ています。
　温

おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの中
なか

でも代
だい

表
ひょう

的
てき

なガスが二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO２）です。

温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスが適
てき

度
ど

な場
ば

合
あい

温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスが多
おお

い場
ば

合
あい

平
へい

均
きん

気
き

温
おん

 約
やく

15℃

気
きおんじょうしょう

温上昇　地
ちきゅうおんだんか

球温暖化

地
ちきゅう

球の表
ひょうめん

面は、「大
たい

気
き

」
という空

くう
気
き

の層
そう

で包
つつ

ま
れています

宇宙

宇宙

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

がすすむとどうなるの？
　気

き

温
お ん

が高
た か

くなると多
お お

くの生
い

き物
も の

が生
い

きられなくなったり、食
た

べ
物
も の

が育
そ だ

ちにくくなったりするといわれています。
　また、ゲリラ豪

ごう

雨
う

や干
かん

ばつなどの異
いじょうきしょう

常気象が多
おお

く発
はっ

生
せい

したり、海
かい

面
めん

が上
じょうしょう

昇して低
ひく

い土
と

地
ち

が海
うみ

に沈
しず

んでしまったりするといわれています。 チャレンジ項
こう

目
もく

日
にっ

数
すう CO2削

さ く

減
げ ん

量
りょう

（１日
にち

あたり）

1 テレビ 日
に ち

× 37ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

2 明
あ

かり 日
に ち

× 39ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

3 食
しょく

　事
じ

日
に ち

× 126ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

4 ゲーム 日
に ち

× 163ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

5 水
す い

　道
ど う

日
に ち

× 262ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

6 ご　み 日
に ち

× 225ｇ
グラム

＝ ｇ
グラム

合
ご う

　　計
け い

ｇ
グラム

計
けい

算
さん

できる人
ひと

は

してみてね。

取
と

り組
く

んだ感
か ん

想
そ う

記き

入に
ゅ
う

後ご

は
ミ
シ
ン
目め

で
切き

り
取と

っ
て
、右み

ぎ

側が
わ

を
夏な

つ

休や
す

み
が
終お

わ

っ
た
ら
学が

っ

校こ
う

へ
提て

い

出し
ゅ
つし

て
く
だ
さ
い
。

私たちにできること

エアコンの設
せ っ

定
て い

温
お ん

度
ど

は
適
て き

切
せ つ

な温
お ん

度
ど

に
冷
れ い

蔵
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ࠇ
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した / / / / / / /
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へ

屋
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あ

かりを消
け

した / / / / / / /

3 食
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さなかった / / / / / / /

4 ゲームの時
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次世代を担う子どもたちに、地球温暖化防止を目指し、家庭の実生活における省エネルギーや循環型社会を意
識した取り組みを実践してもらい、環境への負荷の少ないライフスタイルを身につけてもらうため、浜田市の
小学４年生を対象に「夏休み 省エネチャレンジシート」を作成しました。各家庭で保護者の皆さまと一緒に記
録していただきご家族の皆さまにも環境問題を再認識していただく機会になればと考えています。子どもたち
へ、かけがえのない地球を引き継ぐため、ご協力お願いします。

保護者の
皆さまへ

美川小学校・国府小学校・三階小学校・岡見小学校

令和４年度取り組み優秀校

間伐材を利用した
紙を使っています。

K0301090
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和
わ
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ど
は 10校

こう
276 名

めい
がチャレンジして、地

ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
の大

おお
きな原

げん
因
いん
とされる

二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
を約

やく
1.4 ｔ

トン
減
へ
らすことができました。
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山
やま

と海
うみ

は川
かわ

でつながっているので、山
やま

にごみ
を捨

す

てたら、最
さい

後
ご

は海
うみ

に流
なが

れていきます。

暮
く

らしの中
なか

で
発
はっ

生
せい

する生
せい

活
かつ

ごみ
ペットボトル、ビニール袋

ふくろ
、

生
なま

ごみ等
とう

海
かい

岸
がん

の利
り

用
よう

にともない
発
はっ

生
せい

するごみ
釣

つ

り道
どう

具
ぐ

、漁
ぎょ

具
ぐ

、
海
かい

水
す い

浴
よく

・バーベキュー後
ご

のごみ

他
ほか

の国
くに

から
流
なが

れて来
く

るごみ
注
ち ゅ う し ゃ き

射器、ポリタンク類
る い

、
ペットボトル等

と う

ɋɞɝɮɜɞɋɞɝɮɜɞ
リデュース

ɋɞɜɲɜɥɞɋɞɜɲɜɥɞ
リサイクル

ごみのポイ捨てをしない

ごみになるものを
減らす

ごみになるものを
減らす

プラスチックを分別回収し、
原料として再利用する。

再生プラスチックの
製品を使う。

プラスチックを分別回収し、
原料として再利用する。

再生プラスチックの
製品を使う。

エコバッグを持参し､レジ袋を断る。
使い捨ての食器や容器を減らす。

エコバッグを持参し､レジ袋を断る。
使い捨ての食器や容器を減らす。

ɋɞɮɬɞɋɞɮɬɞ
リユース

繰り返し使う

原材料として
再生利用する
原材料として
再生利用する

ごみを拾う
屋外で出たごみは家に持ち帰って処分する。

河川敷や海岸の清掃活動に参加する。

す

く

へ

げんざいりょう

さいせい り　 よう

かえ つか

ひろ

おくがい

かせんじき かいがん せいそうかつどう さんか

で いえ も かえ しょぶん

じさんじさん ふくろふくろ ことわことわ

つかいつかい すす しょっきしょっき ようきようき へへ

ぶんべつかいしゅうぶんべつかいしゅう

げんりょうげんりょう りり ようようさいさい

さいせいさいせい

せいひんせいひん つかつかシャンプーや洗剤は
詰め替えを使い、

ボトルを再利用する。

シャンプーや洗剤は
詰め替えを使い、

ボトルを再利用する。

せんざいせんざい

つつ かか つかつか

さいさい りり ようよう

浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコライフ推進隊） 

●お問い合わせ先

①夏休み中に、家族で取り組んでください。
②取り組み後、先生に提出してください。
③取り組みに参加した児童全員に粗品、優秀校に表彰状と記念品を贈ります。

また、浜田市ホームページで結果をお知らせします。

省エネ
チャレンジ
シート
について

浜田市地球温暖化対策地域協議会事務局（はまだエコライフ推進隊） 
〒697-8501 浜田市殿町１番地（浜田市環境課内）
TEL 0855-25-9420　FAX 0855-22-9100

■主催／浜田市・浜田市地球温暖化対策地域協議会
■後援／浜田市教育委員会
■協力／公益財団法人しまね自然と環境財団

ストップ温暖化夏
なつ

休
やす

み 省
しょう

エネ 
チャレンジシート
令和
５
年度

次世代を担う子どもたちに、地球温暖化防止を目指し、家庭の実生活における省エネルギーや循環型社会を意
識した取り組みを実践してもらい、環境への負荷の少ないライフスタイルを身につけてもらうため、浜田市の
小学４年生を対象に「夏休み 省エネチャレンジシート」を作成しました。各家庭で保護者の皆さまと一緒に記
録していただきご家族の皆さまにも環境問題を再認識していただく機会になればと考えています。子どもたち
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浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコライフ推進隊） 

●お問い合わせ先

①夏休み中に、家族で取り組んでください。
②取り組み後、先生に提出してください。
③取り組みに参加した児童全員に粗品、優秀校に表彰状と記念品を贈ります。

また、浜田市ホームページで結果をお知らせします。

省エネ
チャレンジ
シート
について

浜田市地球温暖化対策地域協議会事務局（はまだエコライフ推進隊） 
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■主催／浜田市・浜田市地球温暖化対策地域協議会
■後援／浜田市教育委員会
■協力／公益財団法人しまね自然と環境財団
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省エネを実践して、
CO2を減らしましょう。
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Ⅳ. 学校における3R・適正処理学習支援事業
次の時代を担う子どもたちに循環型社会について理解を深めてもらうため、リサイクル施設の

見学や、廃棄物についての学習等に対して支援を行っています。

環境について専門的な
知識や豊富な経験を
持った「しまね環境アド
バイザー」等による授業

実際に現場へ出向き
「見る」「聞く」「触れる」などの
体験を通して3R※の
理解を深めます
※Reduce（リデュース:廃棄物の発生抑制）
　Reuse（リユース:再利用）
　Recycle（リサイクル:再生利用）

学校における3R・適正処理学習支援事業概要

補助対象

小学校・中学校（義務教育学校含む）・高等学校・特別支援学校・高等専門
学校が実施する次の3つの要件を全て満たす取組
⑴産業廃棄物の発生抑制、再資源化及び適正処理等に取り組む事業所・施設等の見学
⑵しまね環境アドバイザーまたは、それに準ずる者を活用した学校での授業等の実施
⑶児童・生徒に対する3Rの高い啓発効果

補助対象
経費

報償費※、旅費※、需用費、役務費、使用料及び賃借料、備品購入費 等
※しまね環境アドバイザー制度を併用する場合は補助対象外（別途県が負担）

補助率 10分の10以内（上限額:1校につき30万円）

募集期間 4月1日〜5月末
※ただし、4月または5月に実施を希望する学校は4月10日までに申請

提出書類

県立学校 ①学校における3R・適正処理学習支援事業企画書 
②学校における3R・適正処理学習支援事業積算内訳

小学校・中学校
（義務教育学校含む）

市立高校
国立学校・私立学校

① 学校における3R・適正処理学習支援事業費補助金交
付申請書

②学校における3R・適正処理学習支援事業企画書

※申請書等の様式は、環境政策課のホームページからダウンロードしてご利用ください

審査 書類審査により事業実施校を決定

詳しくは環境政策課のホームページをご覧ください

学校における3R・適正処理学習支援

お問い合わせ先
島根県環境生活部環境政策課 
TEL：0852-22-6743　FAX：0852-25-3830　E-mail：kankyo@pref.shimane.lg.jp
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児童の
感想

学校における３Ｒ・適正処理学習支援事業を活用した学校紹介

益田市立中西小学校

有限会社金田商店では、金属類・古紙・ペットボトルなどの再資源を取扱っています。
しまね環境アドバイザーの金田光明先生から、再資源の過程や家庭での分別の大切さについて学び
ました。

益田市・津和野町・吉賀町の可燃ごみを処理する施設です。

・一番大事だと思ったことは分別です。家でも、燃えるごみは燃えるごみの袋に入れて、リサイクル
するものはリサイクルの袋に入れるようにしたいです。

・分別を当たり前のことにしたいし、心がけてもいきたいです。

有限会社金田商店の見学と環境アドバイザー授業

益田地区広域クリーンセンター見学

これは、実際に可燃ごみに含まれていた金属類です。
施設等が破損し、処理が停止する可能性があります。

①容器包装プラスチック②埋め立てごみ③粗大ごみ（木製家具類）④廃食用油の処理を行っています。

益田市リサイクルプラザの見学

合言葉は「Ｋ・Ｋ・Ｙのリサイクル」
Ｋ きちんと分けて出す　 Ｋ きれいにして出す　 Ｙ やさしい心で取り組む

資源には限りがあるので、３Ｒが大切ですよ。

☆リサイクルするために守ってほしいこと☆

　①正しくごみを分別すること

　②洗って出すこと

ごみの減量化や分別など、
一人一人が身近にできることから始めよう！

クイズを交え
ながら、
分別について
学んだよ！

圧縮された、
古紙や段ボール。
これらはリサイクル
工場へ運ばれるよ。
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Ⅴ.小学校高学年向け「しまねゼロカーボンチャレンジブック」
地球温暖化対策に関する学習と、実践を組み合わせた取組です。

内容

「しまねゼロカーボンチャレンジブック」
気候変動やゼロカーボンについて分かりやすくまとめた小冊子です。
家庭でできる省エネなどに取り組み、その結果を自分でチェックするこ

とができます。
さらに、取組前後の授業や診断書※1などを通じて子どもたちの理解を

深めることができます。
※1 一人ひとりの取組結果とアドバイスが書かれています。

実施の流れ

申し込みについて
取組を希望する学校は、（公財）しまね自然と環境財団松江事務所へお問い合わせください。

お問い合わせ先
公益財団法人　しまね自然と環境財団　松江事務所
TEL:0852-67-3262　FAX:0852-67-3787　E-mail:eco@nature-sanbe.jp

学校　　　年　　　組

ふりがな
名前：

しまねしまね
ゼロカーボン
ゼロカーボン
チャレンジブック

◎：よくできている

○：だいたいできている

△：半分くらいできている

Ｘ：できていない

6-7P6-7P 必必
かならかなら

ず取り組むページず取り組むページ

１．エコライフにチャレンジする前に、10の項
こうもく

目をチェック

　　してみましょう。当てはまる場所をぬりつぶしてください。

２．エコライフを始めてみて、どのぐらいできているか 1週間

　　後を目安に中間チェックをしてみましょう。

３．エコライフに取り組んだ後でチェックしてみましょう。

　　自分の取り組みにどんな変
へん

化があったか見ましょう。

やってみよう！エコライフチェック

エコライフ 取組 前 中間 後 アドバイス

1
テレビやゲームの時間

をへらす。見ていない

時は消す。

◎ ◯ ◯ ●
テレビをつけたままねた

り、本を読んだりすると

電気のむだになります。

○ ◯ ● ◯

△ ● ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

＜記
きにゅうれい

入例＞

エコライフ 取組 前 中間
1週間後

後 アドバイス

1

テレビやゲームの時

間をへらす。見てい

ない時は消す。

◎ ◯ ◯ ◯
テレビをつけたままねたり、本を読

んだりすると電気のむだになりま

す。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

2
だれもいない部屋

の照
しょうめい

明は消す。

◎ ◯ ◯ ◯

照明は、白
はく

熱
ねつ

電球から L
エルイーディー

ED 電球に

かえると、１個
こ

あたり最
さい

大
だい

90％以

上も電気が節
せつ

約
やく

できます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

3

冷
れいだんぼう

暖房を使う時は、

設
せっ

定
てい

温度に気をつけ

る。

◎ ◯ ◯ ◯ 部屋の温度は夏 28°C、冬 20°C

を目安に冷暖房を設定しよう。いっ

しょにせん風機
き

を使うと電気が節約

できます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

4

お湯は、流しっぱ

なしにしない。使

わない時は止める。

◎ ◯ ◯ ◯
シャワーのお湯を1分間使うと、テレ

ビ300台を１分間つけているのと同じ

だけのエネルギーが必
ひつよう

要になります。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

これらのマークは後で診断書を作るときに使用します。

マークの上に文字や絵を書かないでください。

正しいマークの例

●

よくないマークの例

◯　　　◯　　　◯

黒色でマークしてね！黒色でマークしてね！

エコライフ 取組 前 中間
1週間後

後 アドバイス

5

買い物の時にはプラス

チック製
せい

の容
よ う き

器のものを

なるべく選ばず、包
ほう

そう

の少ないものを選ぶ。

◎ ◯ ◯ ◯
家庭で捨

す

てられるごみの体
たいせき

積の約
やく

半分

は、レジぶくろやトレーなどのプラス

チック製の容器と包そうです。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

6

食べものを選ぶ時に

は旬
しゅん

のものや近くで

とれたものを選ぶ。

◎ ◯ ◯ ◯
遠くでできた野

や さ い

菜を運ぶのに比
くら

べて、

島根県産の野菜を買うようにすると

C
シーオーツー

O2 を少なくできます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

7

文ぼう具は、再
さい

生
せい

紙
し

のノートやエコマー

クのついたものを選

んで買う。

◎ ◯ ◯ ◯ 紙は新しい木をたくさん切って作られ

ています。できるだけ再生紙のノート

やエコマークのついたものを選びま

しょう。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

8
外出するときは、

水とうを持ち歩く。

◎ ◯ ◯ ◯ 自動はん売機
き

やコンビニでは，飲み

物を冷
ひ

やしたり、温めたりして電気

をたくさん使っています。水とうを

使うとごみも出ません。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

9

出かける時は、歩

いていくか、自転

車やバス、電車を

使う。

◎ ◯ ◯ ◯
徒
と ほ

歩や自転車で出かけると、自動車

で出かけるよりも CO2 を少なくで

きます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

10

家の人と環
かん

境
きょう

問題

や、エコライフに

ついての話をする。

◎ ◯ ◯ ◯
温
おんだん

暖化を防
ふせ

ぐために自分たちにどん

なことができるのか、友
ともだち

達や家の人、

クラスなどで話をしてみましょう！

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

エコライフに取り組んだ感想や、この他にも家やクラスでチャレンジ

してみたことがあれば書いてみましょう。

これらのマークは後で診断書を

作るときに使用します。マーク

の上に文字や絵を書かないでく

ださい。

6

◎：よくできている

○：だいたいできている

△：半分くらいできている

Ｘ：できていない

6-7P6-7P 必必
かならかなら

ず取り組むページず取り組むページ

１．エコライフにチャレンジする前に、10の項
こうもく

目をチェック

　　してみましょう。当てはまる場所をぬりつぶしてください。

２．エコライフを始めてみて、どのぐらいできているか 1週間

　　後を目安に中間チェックをしてみましょう。

３．エコライフに取り組んだ後でチェックしてみましょう。

　　自分の取り組みにどんな変
へん

化があったか見ましょう。

やってみよう！エコライフチェック

エコライフ 取組 前 中間 後 アドバイス

1
テレビやゲームの時間

をへらす。見ていない

時は消す。

◎ ◯ ◯ ●
テレビをつけたままねた

り、本を読んだりすると

電気のむだになります。

○ ◯ ● ◯

△ ● ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

＜記
きにゅうれい

入例＞

エコライフ 取組 前 中間
1週間後

後 アドバイス

1

テレビやゲームの時

間をへらす。見てい

ない時は消す。

◎ ◯ ◯ ◯
テレビをつけたままねたり、本を読

んだりすると電気のむだになりま

す。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

2
だれもいない部屋

の照
しょうめい

明は消す。

◎ ◯ ◯ ◯

照明は、白
はく

熱
ねつ

電球から L
エルイーディー

ED 電球に

かえると、１個
こ

あたり最
さい

大
だい

90％以

上も電気が節
せつ

約
やく

できます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

3

冷
れいだんぼう

暖房を使う時は、

設
せっ

定
てい

温度に気をつけ

る。

◎ ◯ ◯ ◯ 部屋の温度は夏 28°C、冬 20°C

を目安に冷暖房を設定しよう。いっ

しょにせん風機
き

を使うと電気が節約

できます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

4

お湯は、流しっぱ

なしにしない。使

わない時は止める。

◎ ◯ ◯ ◯
シャワーのお湯を1分間使うと、テレ

ビ300台を１分間つけているのと同じ

だけのエネルギーが必
ひつよう

要になります。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

これらのマークは後で診断書を作るときに使用します。

マークの上に文字や絵を書かないでください。

正しいマークの例

●

よくないマークの例

◯　　　◯　　　◯

黒色でマークしてね！黒色でマークしてね！

エコライフ 取組 前 中間
1週間後

後 アドバイス

5

買い物の時にはプラス

チック製
せい

の容
よ う き

器のものを

なるべく選ばず、包
ほう

そう

の少ないものを選ぶ。

◎ ◯ ◯ ◯
家庭で捨

す

てられるごみの体
たいせき

積の約
やく

半分

は、レジぶくろやトレーなどのプラス

チック製の容器と包そうです。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

6

食べものを選ぶ時に

は旬
しゅん

のものや近くで

とれたものを選ぶ。

◎ ◯ ◯ ◯
遠くでできた野

や さ い

菜を運ぶのに比
くら

べて、

島根県産の野菜を買うようにすると

C
シーオーツー

O2 を少なくできます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

7

文ぼう具は、再
さい

生
せい

紙
し

のノートやエコマー

クのついたものを選

んで買う。

◎ ◯ ◯ ◯ 紙は新しい木をたくさん切って作られ

ています。できるだけ再生紙のノート

やエコマークのついたものを選びま

しょう。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

8
外出するときは、

水とうを持ち歩く。

◎ ◯ ◯ ◯ 自動はん売機
き

やコンビニでは，飲み

物を冷
ひ

やしたり、温めたりして電気

をたくさん使っています。水とうを

使うとごみも出ません。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

9

出かける時は、歩

いていくか、自転

車やバス、電車を

使う。

◎ ◯ ◯ ◯
徒
と ほ

歩や自転車で出かけると、自動車

で出かけるよりも CO2 を少なくで

きます。

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

10

家の人と環
かん

境
きょう

問題

や、エコライフに

ついての話をする。

◎ ◯ ◯ ◯
温
おんだん

暖化を防
ふせ

ぐために自分たちにどん

なことができるのか、友
ともだち

達や家の人、

クラスなどで話をしてみましょう！

○ ◯ ◯ ◯

△ ◯ ◯ ◯

Ｘ ◯ ◯ ◯

エコライフに取り組んだ感想や、この他にも家やクラスでチャレンジ

してみたことがあれば書いてみましょう。

これらのマークは後で診断書を

作るときに使用します。マーク

の上に文字や絵を書かないでく

ださい。

7

エコライフの実践

チャレンジブックを使って、
家庭でエコライフに挑戦し
ます

事後授業※2

診断書を基に取組を振り返
り、これからの目標を考え
ます

事前授業※2

※2 講師は、（公財）しまね自然と環境財団松江事務所が派遣します。

地球温暖化について学び、
環境に配慮した生活（エコ
ライフ）を考えます
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Ⅵ. 再生可能エネルギー関連事業
①再生可能エネルギー教室

概 要

再生可能エネルギー推進の取組の一環として、再生可能エネ
ルギー教室を実施しています。
エネルギーの利用（省エネ）に視点をおき、日常生活における電気の
効率的な利用（自動制御等）について考え、プログラミングを活用し
た体験型学習として、より深い理解につなげていく内容で実施します。
※必要な備品を持ち込み出前教室として実施

対 象 者 小学生　原則6年生 対象人数 1回あたり約15〜30人（学年・クラス別）
実施時期 例年9月〜11月 会 場 実施決定した小学校
募 集 年度当初に県内の小学校に案内を送ります。公募により実施校を決定します。

内 容

①�エネルギー学習（45分）…地域の再生可能エネルギーの紹介・地球温暖化問題・日常
生活における電気の効率的な利用について学習

②�プログラミング学習（45分）…micro:bitに人感センサーライトのプログラムを作成し、
論理的思考とエネルギーの効率的な活用方法を理解する（例）暗くなると明かりがつく（省エネ）

※最後に振り返りの時間があります。

②再生可能エネルギー講師派遣支援事業
概 要 県内に再生可能エネルギーを推進するための講演会、研修会等の講師の謝金、旅費など、

講師の派遣に要する経費の一部を補助します。

対 象 市町村、県内に事業所を置く民間
企業、各種団体等 助成内容 講師への謝金・旅費相当分・会場

使用料等

詳しくは環境政策課のホームページをご覧ください

島根県　再生可能エネルギー普及啓発事業

お問い合わせ先
島根県環境生活部環境政策課
TEL：0852-22-6514　FAX： 0852-25-3830　E-mail：kankyo@pref.shimane.lg.jp

③浄水場や発電所の施設見学・学校へ出向いての出前授業（企業局）

概 要

● 浄水場の施設見学…水道水はどうやって作られるの?浄水場内
にはどんな施設があるの?などが学べて、施設の見学も出来ます。

● 発電所（水力・風力・太陽光）の施設見学…電気はどうやって
作られるの?どんな機械で作られるの?などが学べて、施
設の見学も出来ます。

● 学校等での出前授業…浄水場や管路を地図等で説明、浄
水場に関するクイズ、ビデオ等でおいしい水道水が出来る
までのお話をします。

対 象 幼・保〜
大学生・社会人 見学日 原則平日 施設の	

場所
詳しくは企業局PRサイトをご覧ください

企業局　ＰＲサイト

お問い合わせ先
出雲以東：企業局東部事務所
大田以西：企業局西部事務所

電話：
電話：

0854-22-2748
0855-57-0221

（平日 9：00～17：00） Ｅ-mail：kigyo-shisetsu@pref.shimane.lg.jp
企業局ＰＲサイト

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、十分な
感染防止対策ができない場合は施設見学や出前授業
をお断りさせていただくことがあります。
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Ⅶ . 川・海環境関連事業
① みんなで調べる宍道湖・中海流入河川調査 
（宍道湖・中海対策推進室）

内 容

● 宍道湖・中海に流入する河川の水質調査という体験的な学びを通して、自分た
ちの身近な地域の自然環境の状態を体感することで、環境意識の醸成や、ふる
さとを大切にしたいという思いを促します。

● 参加団体の希望に応じて、水質調査方法、宍道湖・中海の特徴や現状について
出前講座を実施します。

対 象 宍道湖・中海流域にある小・中学校及びこどもエコクラブ等

募集期間 ４／１〜4月下旬（ただし、学校の授業計画によっては随時受付可能）

詳しくは宍道湖・中海対策推進室のホームページをご覧ください

宍道湖中海　河川調査

お問い合わせ先
島根県環境生活部環境政策課　宍道湖・中海対策推進室
TEL：0852-22-6445　FAX：0852-25-3830
E-mail：kankyo@pref.shimane.lg.jp

②しまね下水道出前講座（下水道推進課）

内 容 水の循環、下水道のしくみ、下水道の役割、水質汚濁についてクイズや実験、微
生物の観察などを交えてわかりやすく説明します。

対 象 おもに小学4年生

募集期間 随時

詳しくは下水道推進課ホームページをご覧ください

しまね下水道出前講座

お問い合わせ先
島根県土木部下水道推進課
TEL：0852-22-6582　FAX：0852-22-6049
E-mail：sewer@pref.shimane.lg.jp
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③しまね出前講座「海岸漂着物対策について」
　（廃棄物対策課）

内 容

海岸漂着ごみはどこからくるのか、どのようなものが漂着しているのか、私たち
にどのような影響が出ているのか、減らすためにはどうしたら良いかについて学
習します。実際に海岸で漂着物の回収・分別を行い、海岸の汚染実態について体
験学習を行うことも可能です。（海岸までの移動手段の手配は各自でお願いします）

対 象 小学生〜大学生・社会人

募集期間 随時

詳しくは廃棄物対策課のホームページをご覧ください

島根県　海岸漂着ごみ

お問い合わせ先
島根県環境生活部廃棄物対策課
TEL：0852-22-6739　FAX：0852-22-6738　E-mail：haikibutu@pref.shimane.lg.jp

④ 学校教育課程で活用できる体験的な活動   
（しまね海洋館アクアス）

内 容

学校それぞれの取組に合わせ、相談のうえ内容を決定します。
活動例：
●観察会指導（川の生物、海の生物、海岸漂着物など）。
　観察に必要な道具は準備します。
●学校訪問授業…理科をはじめ、国語科に登場する生物の紹介など、生体や標

本を活用して授業を行います。
体験を通して、生き物や環境と自分のつながりを見つけられるような内容です。

対 象 県内の小・中・高等学校

募集期間 随時 実施場所
学校、学校周辺の海や
川、アクアス前の海岸、
アクアス館内など

詳しくはアクアスのホームページをご覧ください

アクアス　学校教育

お問い合わせ先
島根県立しまね海洋館アクアス　魚類展示課学習交流係
TEL：0855-28-3614　FAX：0855-28-3620　E-mail：school@aquas.or.jp

海岸体験学習の様子

出前講座の様子
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